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自公与党過半数割れ　国民が厳しい審判を下す！

自
民
党
政
治
を
完
全
に
終
わ
ら
せ
よ
う

第
５
０
回
衆
議
院
選
挙
で
は
、
裏
金
問
題
や
旧

統
一
教
会
と
の
癒
着
問
題
を
何
一
つ
解
明
せ
ず
、

一
方
で
国
民
生
活
を
犠
牲
に
し
て
軍
拡
増
税
路

線
に
突
き
進
む
自
民
党
政
治
に
対
し
て
、
１
５

年
ぶ
り
の
「
与
党
過
半
数
割
れ
」
と
い
う
国
民

に
よ
る
厳
し
い
審
判
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
何
よ

り
も
改
憲
派
に
３
分
の
２
を
獲
ら
せ
な
か
っ
た

こ
と
の
意
味
は
大
き
く
、
私
た
ち
奈
良
１
区
市

民
連
合
は
こ
の
結
果
を
心
よ
り
歓
迎
す
る
も
の

で
す
。
引
き
続
き
自
民
党
政
治
を
完
全
に
終
わ

ら
せ
る
た
め
に
、
よ
り
大
き
く
「
市
民
と
野
党

の
共
闘
」
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

立
憲
民
主
党
に
求
め
ら
れ
る
大
き
な
役
割

今
回
の
選
挙
で
、
立
憲
民
主
党
や
れ
い
わ
新
選

組
が
大
幅
に
議
席
を
増
や
し
た
一
方
で
、
国
民

民
主
党
も
大
幅
に
議
席
を
増
や
し
た
こ
と
、
日

本
共
産
党
が
２
議
席
減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
私

た
ち
が
望
む
「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」
が
揺
ら

ぐ
こ
と
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。
そ
も
そ
も
自
民
党

を
こ
こ
ま
で
追
い
込
み
、
野
党
が
躍
進
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
日
本
共
産
党
機
関
紙
「
し

ん
ぶ
ん
『
赤
旗
』」
の
功
績
が
大
変
大
き
か
っ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
立
憲

民
主
党
に
は
今
後
、
市
民
連
合
と
合
意
し
た
政

策
に
も
と
づ
き
、
日
本
共
産
党
な
ど
と
と
も
に

誠
意
を
も
っ
て
国
会
内
外
で
野
党
共
闘
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

奈
良
１
区
市
民
連
合
の
と
り
く
み

ま
た
今
回
の
選
挙
は
、
衆
院
選
前
に
与
野
党
の
代

表
選
挙
も
あ
り
、
ま
た
国
会
解
散
ま
で
の
戦
後
最

短
の
国
会
審
議
の
中
で
、
安
保
法
制
の
廃
止
な
ど

の
政
策
に
つ
い
て
は
、
立
憲
野
党
間
で
十
分
な
話

し
合
い
が
さ
れ
ず
、
野
党
共
闘
の
構
築
は
不
十
分

な
ま
ま
と
な
り
ま
し
た
。
奈
良
１
区
市
民
連
合
と

し
て
は
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
候
補
者
調
整
の
た
め
の

要
請
を
、
立
憲
民
主
党
、
日
本
共
産
党
の
中
央
及

び
県
組
織
に
働
き
か
け
ま
し
た
が
、
候
補
者
調
整

は
進
ま
ず
、
馬
淵
候
補
、
井
上
候
補
と
政
策
合
意

し
た
う
え
で
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
支
持
す
る
候
補

者
を
応
援
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
各
立

憲
野
党
の
躍
進
を
め
ざ
し
、
何
と
し
て
も
自
民
党

政
治
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
、
公
示
前
は
「『
ま
っ
と

う
な
政
治
を
私
た
ち
の
手
で
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、

公
示
後
は
「『
選
挙
に
行
こ
う
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
駅
頭
で
展
開
し
ま
し
た
。
急
な
提
案
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
日
を
追
う
ご
と
に
参
加
者
が
増
え
、
市

民
と
の
対
話
も
広
が
り
、
変
化
の
手
ご
た
え
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
奈
良
で
は
実
現
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
全
国
的
に
は
一
部
限
定
的
と
は

い
え
、
い
く
つ
か
の
選
挙
区
で
野
党
共
闘
が
成
立

し
、
成
果
を
上
げ
た
こ
と
は
、
次
に
つ
な
が
る
希

望
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
「
市
民
と
野
党

の
共
闘
」
の
創
造
を

今私たちは、与党が過半数に達せず、躍進したとは言えやはり過半数に満たない野党との
間で政権運営が模索されるというかつてない局面の真っただ中にいます。選択的夫婦別姓
や企業団体献金の禁止などの具体的な政策を確実に実現させながら、国民の命、暮らしを
守り、戦争の準備ではなく、平和への準備を進める国への転換を着実に進めていくために
は、立憲各野党、国民世論への粘り強い働きかけが不可欠です。
奈良１区市民連合は、これまで行ってきた各立憲野党への要請や協力関係の構築、各地域
交流会で進めてきた草の根の運動をさらに広げることにより、新たな「市民と野党の共闘」
を創り出していくことを改めて皆さんに呼びかけます。引き続きともに頑張りましょう。

1区市民連合HP １区市民連合
入会案内
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第
１
部
で
は
「
市
民
と
野
党
の
共

闘
で
政
治
を
変
え
よ
う
」
と
題
し

て
、
各
立
憲
野
党
代
表
が
連
帯
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。
ま

ず
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、
淺
川

肇
奈
良
市
民
連
合
共
同
代
表
が
「
目

指
す
べ
き
な
の
は
、
国
際
平
和
。

市
民
連
合
は
憲
法
を
守
る
砦
。
倒

す
べ
き
は
自
民
党
政
治
」
と
挨
拶
。

各
政
党
か
ら
の
挨
拶
は
以
下
の
通

り
。
宮
本
次
郎
日
本
共
産
党
県
委

員
長
「
誰
が
総
裁
に
な
っ
て
も
、

自
民
党
政
治
は
変
わ
ら
な
い
。
安

保
法
制
の
廃
止
を
求
め
て
い
こ

う
」、
黒
川
恵
三
社
民
党
代
表

「
立
憲
野
党
の
団
結
、
立
憲
野

党
統
一
候
補
を
実
現
し
、
自
民

党
政
治
を
終
わ
ら
せ
る
集
会

に
」、
松
本
健
さ
ん
（
れ
い
わ
・

な
ら
）「
れ
い
わ
新
選
組
は
積

極
財
政
、
消
費
税
廃
止
を
掲
げ

て
い
る
。
選
ば
れ
た
候
補
者
に

は
謙
虚
な
姿
勢
を
望
む
」、
福

井
義
博
新
社
会
党
委
員
長
「
大

事
な
こ
と
は
野
党
共
闘
で
自
民

党
政
治
を
倒
す
こ
と
。
と
も
に

頑
張
り
た
い
」、
大
森
万
蔵
み
ど
り
奈

良
代
表
「
ベ
ス
ト
は
難
し
い
が
、ベ
タ
ー

な
候
補
者
を
選
び
な
が
ら
、
望
む
政
治

へ
の
転
換
を
目
指
し
て
い
こ
う
」※

立

憲
民
主
党
馬
淵
澄
夫
県
連
代
表
か
ら
は

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。

第
2
部
の
講
演
で
は
、
前
川
さ
ん
は
日

本
が
危
機
的
な
状
況
に
な
っ
た
６
つ
の

点
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
。ⅰ

国
家
主
義
の
台
頭
；
個
人
の
尊
厳
が
な

い
。
２
０
１
４
年
安
倍
政
権
の
も
と
で

道
徳
の
教
科
書
が
作
成
さ
れ
、
国
家
の

た
め
に
役
に
立
て
と
教
え
る
。
自
衛
隊

の
中
で
極
右
化
が
進
ん
で
い
る
。ⅱ
新

自
由
主
義
の
蔓
延
；
弱
肉
強
食
、
富
裕

層
だ
け
が
儲
け
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は

失
敗
。
大
企
業
の
内
部
留
保
は
６
０
０

兆
円
。
公
共
も
金
儲
け
の
道
具
に
さ
れ
、

人
を
競
争
さ
せ
る
。ⅲ
金
権
腐
敗
政
治

の
蔓
延
；
大
企
業
が
自
民
党
に
献
金
す

る
こ
と
で
、
政
策
を
買
う
。
自
民
党
は

そ
の
お
金
を
買
収
に
使
い
、
票
を
買
う
。

メ
デ
ィ
ア
を
動
か
し
、
世
論
も
買
う
。

ⅳ
ア
メ
リ
カ
へ
の
従
属
；
無
条
件
に

ア
メ
リ
カ
の
言
い
な
り
。
も
は
や
自

衛
隊
は
米
軍
の
２
軍
。
以
前
と
は
異

な
り
、
今
は
憲
法
の
上
に
ア
メ
リ
カ

が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
態

は
第
２
次
安
倍
政
権
以
降
に
起
こ
っ

て
い
る
。
閣
議
決
定
で
、
安
保
法
制
、

安
保
３
文
書
が
決
め
ら
れ
る
。
日
本

が
自
分
た
ち
の
領
土
だ
と
し
て
攻
め

て
く
る
国
は
ど
こ
も
な
い
。ⅴ
権
力
の

集
中
；
安
倍
、
菅
、
岸
田
各
首
相
と

官
邸
に
集
中
し
て
い
た
。
三
権
分
立

が
機
能
せ
ず
。
学
術
会
議
な
ど
こ
れ

ま
で
独
立
性
の
高
い
と
こ
ろ
へ
官
邸

が
人
事
で
介
入
し
た
。
日
銀
の
黒
田

総
裁
な
ど
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
一
心
同

体
だ
っ
た
。ⅵ
自
由
へ
の
抑
圧
；
教
育
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
自
由
に
モ
ノ
が
言
え

な
い
状
況
に
。
こ
れ
ま
で
の
教
育
で
国

民
は
従
順
に
飼
い
な
ら
さ
れ
、
モ
ノ
を

言
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し

た
状
況
を
変
え
て
い
く
に
は
、
一
人
一

人
の
人
間
を
大
事
に
し
、
弱
い
も
の
を

支
え
る
公
共
の
仕
組
み
を
作
っ
て
い

く
、
大
企
業
や
富
裕
層
か
ら
の
献
金
を

や
め
さ
せ
る
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を

少
し
ず
つ
見
直
し
、
ア
メ
リ
カ
に
モ
ノ

を
言
っ
て
い
く
、
放
送
な
ど
の
公
平
性
、

政
治
的
中
立
を
維
持
さ
せ
て
い
く
こ
と

な
ど
実
現
す
る
た
め
に
は
政
権
交
代
が

必
要
だ
、
と
結
び
ま
し
た
。

奈良 1区市民連合
　　　市民と野党の集い

講演：前川喜平さん
　　　「まっとうな政治を
　　　  私たちの手で」

集会アピール採択後
　 奈良市民連合事務
局池本昌弘さんより、
「今こそ市民が立ち上
がる時。候補者の決
定は政党だけでなく
市民との協議も求め
ていきたい。参院選
に向けて、まっとう
な政治を求めて運動
をさらに広げていこ
う」と閉会挨拶が行
われ散会しました。
参加者は 230 名。
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                         　　食料問題から考える日本の平和
　　　
　【日本の食が危ない】地域交流会で食料問題から考える「日本の平和」についてお話をする機
会を頂きました。政府は国を守るためと称してアメリカに言われるままに軍事費を突出させ、
同盟国と軍事演習を繰り広げ、台湾有事を煽り自衛隊に若者を誘導する政策を強引に進めてい
ます。こんな政治を変えるため、日本の食の現状から「戦争に向かっている場合ではない！」
という世論を広げたいと思います。食料生産に適した日本が食料自給率を 38％にまで下げた原
因は何か？また 9月初めにはお米が品薄になり買えない事態が起きました。
　【食料政策は？】戦後の農政の歴史を見ると、政府が「国民の食料を守る」という責任を放棄
したままアメリカに従属してきた事がわかります。1954年のMSA協定（日米相互防衛援助協定）
―通称「余剰農産物処理法」により、日本はアメリカの余剰農産物の小麦と脱脂粉乳の受け皿
となりパン給食を開始し、その売却代金は自衛隊創設に充てられました。1960 年には日米新安
保条約第 2条に「両国間の経済的協力を促進する」と謳われ、アメリカからの農産物輸入自由化・
市場開放要求が進み、輸入依存体制の下で日本農業発展の自立的基盤が根底から崩されました。
　お米は 1966 年以降やっと自給が可能になり、1967 年から 3年連続大豊作で米生産額は 1445

浅岡　元子

万トンを記録。しかし米食民族
の主食をお米から小麦に変える
アメリカの「穀物戦略」は政府
の強力な後押しで大成功しまし
た。早くも米の消費量の落ち込
みが大きくなり、1970 年から
米の生産調整（減反政策）がス
タート。1986 年には減反が全
水田面積の 27％、77 万ヘクタールに達しました。日本の食料自給率は 38％ですが、肥料・野
菜の種子・石油の 90％は輸入に依存していて、輸入がストップすると自給率はたったの 10％
になるそうです。
　【有事食料法とは】今年 5月 29 日に「農政の憲法」と言われる「改正食料・農業・農村基本法」
が成立しました。しかし、日本の食料・農業を巡る危機的な状況を解決するどころか食料自給
率の言葉さえなく、大学の法人化で研究者に稼げる研究をさせ、大学発のベンチャー企業がバ
イテク企業と共に国の後押しを受けて開発する構図が進んでいます。生産の中心であった農・
漁業従事者から、大企業による食料生産へと食料支配が進んでいます。関連 3 法の一つ「有事
食料法」は、平時の備えを放棄したまま政府が一丸となって「食の危機管理」を命令・罰則付
きで行うというものです。
　【食の自給こそ食糧の安全保障】最後に東大大学院特任教授の鈴木宣弘さんの論文を元に学習
しました。鈴木さんは、食料安全保障の要は「国産の食料を確保すること、水田を水田として
維持すること」だと言い、「種の自給なくして食料の自給なし」を強調しています。食を取り巻
く状況にもアメリカと日本の歪な関係がはっきり分かりました。アメリカ言いなりから脱却し、
独立国家として国民の声に真摯に耳を傾け、世界の中の日本の役割に目を向ける政府に変える
ことが解決策ではないでしょうか。今こそ市民と野党が力を発揮する絶好のチャンス到来です。
共に頑張りましょう。

食料安保勉強会（佐保若草）
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「まっとうな政治を私たちの手で！」「選挙に行こう！」キャンペーン

「「
ま
っ
と
う
な
政
治
を
私
た
ち
の
手
で
！
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
９
月
30
日
か
ら
公
示
前
の

10
月
13
日
ま
で
早
朝
２
回
、
午
前
１
回
、
午

後12

回
、「
選
挙
に
行
こ
う
！
」キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
早
朝
３
回
、
午
後
３
回
行
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ね
ら
い

＊
衆
議
院
選
挙
に
向
け
て
の
奈
良
１
区
市
民

連
合
の
政
策
を
広
く
市
民
に
訴
え
広
げ
て
い

く＊「
自
民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
よ
う
！
」

「
ま
っ
と
う
な
政
治
を
市
民
の
手
で
！
」
を

訴
え
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
終
え
て

＊
今
回
の
特
徴
は
選
挙
へ
の
市
民
の
関
心
が

見
ら
れ
た
事
、
ど
の
政
党
に
投
票
し
た
ら
い

い
の
か
迷
っ
て
い
る
市
民
が
多
か
っ
た
こ
と

で
す
。
ト
ー
ク
を
じ
っ
と
聞
い
て
い
る
通
行

人
も
増
え
、「
ト
ー
ク
が
心
に
し
み
た
、
と

て
も
良
か
っ
た
」
と
感
想
を
い
た
だ
く
事
も

あ
り
ま
し
た
。

＊
若
者
が
選
挙
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
事
。

若
者
と
の
対
話
が
毎
回
あ
り
ま
し
た
。
写
真

に
納
ま
っ
て
く
れ
る
高
校
生
グ
ル
ー
プ
も
。

＊
奈
良
１
区
の
パ
ン
フ
を
受
取
っ
て
く
れ
て

じ
っ
と
読
ん
で
い
た
だ
き
、
対
話
も
出
来
ま

し
た
。

＊
朝
の
通
勤
時
間
帯
で
も
大
型
パ
ネ
ル

（「
選
挙
に
行
こ
う
」「
自
民
党
政
治
を
終

わ
ら
せ
よ
う
」）
や
「
裏
金
問
題
の
自
民

党
にNO

」[

旧
統
一
教
会
の
自
民
党
に

NO]

な
ど
の
パ
ネ
ル
を
じ
っ
と
見
な
が

ら
の
通
勤
客
が
増
え
ま
し
た
。

＊
な
ん
と
，
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
に
ト
ー

ク
を
聞
い
て
「
私
が
思
っ
て
い
る
事
を

ト
ー
ク
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
奈

良
１
区
市
民
連
合
に
会
員
と
し
て
加
入

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊
公
示
後
「
選
挙
に
行
こ
う
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
マ
イ
ク
が
使
え
ま
せ
ん
。

日
を
追
う
ご
と
に
参
加
者
の
声
が
大
き

く
力
強
く
「
自
民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ

ま
し
ょ
う
」
の
訴
え
が
通
勤
し
て
い
る

人
や
市
民
に
響
い
た
と
い
う
手
ご
た
え

が
あ
り
ま
し
た
。

＊
会
員
の
協
力
も
あ
り
ま
し
た
。
早
朝

や
急
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
も
「
や
っ
ぱ

り
、
参
加
し
よ
う
と
来
ま
し
た
」
と
駆

け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
方
、
ト
ー
ク
の

内
容
を
準
備
し
て
参
加
さ
れ
た
方
、
大

型
パ
ネ
ル
を
作
ろ
う
と
前
日
の
呼
び
か

け
に
も
か
か
わ
ら
ず
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、
ワ
イ
ワ
イ
と
語
り
合
っ
て
の
素
敵

な
「
手
作
り
感
満
載
の
パ
ネ
ル
」
誕
生
。

キャンペーンの一コマ ( 西大寺駅にて )
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     地域交流会の報告と今後の予定 　　

　　　　【あいあいおしゃべり会】 
10 月 4 日（金）１時半　テーマ「食料問題から
考える『日本の平和』」　　話題提供 浅岡元子さ
ん。　感想：日本の食料自給率は他国に比べて断
トツに低いのは種子までアメリカの支配下にある
日本。/ 農業が農民の手から企業の手に。法人化
された大学は遺伝子組み換えベンチャー企業へ。
/ 防衛予算は増え、農林水産予算は減っていく。
将来の食料はどうなるんだろう？農民はどうなる
んだろう？とても不安！知らないうちに食料はこ
んなことに。驚くばかり。　次回：１１月８日（金）
１時半から　「喋ろう♡喋ろう♡―日本政治は？
憲法九条は大丈夫？」　
【富雄・帝塚山】 
９月１８日「食料問題を考える日本の平和」のテー
マで浅岡元子さんが話題提供。　　参加者は：＊
農業政策について全く無知でしたが、大問題であ
り矛盾だらけな事を認識。各党の農業政策をしり
たい。　＊日本の農家の人は高齢化していて大変
なので農業をされている人達に沢山支援していた
だきたい。日本で農作物を作って自給自足でやっ
ていくようにしないと食べるものがなくなって飢
餓に陥るかもしれない。自衛費・防衛費が使われ
過ぎかも。　次回：１２月４日（水）１３時３０
分　講師：大阪生活と健康を守る会　大口耕吉郎
さん、テーマ「維新は何をしてきたか、何をしよ
うとしているか」

【ならやまの会・高の原】 
10 月 21 日（月）14 時　　高の原駅前団地集会
所　　講師：大阪生活と健康を守る会　大口耕吉
郎さん。　テーマ「維新は何をしてきたか、何を
しようとしているか」。　維新とは＊「アメリカと
の核共有すべき」と松井元市長発言。日本被団協
が「維新」に猛抗議。＊独裁・自己責任と分断・
なんでも民営化・地方自治破壊・改憲派・選挙手
法はマスコミの利用・ワンフレーズ戦略・危機感
を煽り思考停止、一気に制度改悪（ショック・ド

クトリン）府財政再建プログラムで人件費大幅カッ
ト＊憲法・教育基本法違反「教育基本条例」で知
事と市長が教育委員会を支配。府立学校条例で１
７校廃校。　小学校 11 クラス以下は廃校。１７校
廃校。学校間競争・教育予算削減。＊違法・異常な
生活保護行政・大阪市営府営の管理戸数削減、国
保料を５５万６０００円から６６万 30００円へ・
　介護保険料全国１位（大阪市９２４９円）＊大阪
万博はカジノ・IR のため（夢洲は汚染土壌・軟弱
地盤・建設費が当初予算１２５０億円が２３５０
億円関連費８３９０億円・大阪市民負担１人１０
万６８７８円）。　参加者の感想：・思っているよ
りはるかに恐ろしい現実。今回の選挙で票を落と
しそうで少し安心。反維新の運動をこの先考えて
いかなければ。　・詳しい話を聞いてあきれるや
ら驚くやら、何が目的なのか。万博・カジノ・IR
についても理解しがたい事ばかり。　・万博への
奈良の学校の見学についてももっと内実を拡げ市
民と一緒に反対していく事が維新の奈良での浸食
を防ぐ事に繋がると思う。　次回：１１月１８日
　１３時半　高の原駅前団地集会所
【済美・飛鳥・紀寺】 
次回：１１月２９日（金）14 時　岡谷本館２階会
議室　学習交流会「食料問題から考える日本の平
和」。　問題提起：浅岡元子さん
【学園前・あやめ池・西大寺・平城】 　１０月５日
（土）１０時　運営委員会。　①　第７８回奈良１
区市民連合運営委員会（拡大）の報告（＊総選挙
について　＊祝園ミサイル弾薬庫について。　＊
選挙後も公約を守る立場で。　＊市民連合に対し
てもっと知る機会をふやす）。　②　取組：学園前
地域交流会として要請を行う。 　次回：平和学習
予定（日にち未定）
【佐保若草】
＊９月２４日（火）「食料安保を考える」　浅岡元
子さんを講師に、戦後一貫して、日本の食料自給
率が低下してきたのは、アメリカからの日本に対
する食料戦略の圧力であること、国民の食料と農
業・農村を守るための抜本的な政策と予算が必要
であることを学習。　＊１０月２２日（火）衆院
選についての意見交換、佐保幼稚園閉園問題と鼓
阪小統廃合についての現状報告。佐保幼稚園の説
明会にて、令和１０年３月に閉園予定と説明、鼓
阪小では、佐保小建て替え工事の補正予算が議会
で否決されたことが報告。　次回：事務局会議　
１１月４日（月）１０時

富雄・手塚山学習会（講師：浅岡さん）
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奈良1区市民連合第5回総会の案内
　　　　　　　　　日時；12月７日（土）午後1時半から4時まで　　　　　
　　　　　　　　　場所；奈良市生涯学習センター3階学習室
総選挙、他団体のイベントとの関係で総会開催が12月にずれ込みました。総選挙を含めた
1年間の運動の総括と次年度に向けての方針を話し合います。新たな市民と野党の共闘を構
築していくためにも、多数の参加をお待ちしております。

は進めるとしながらも、令和 8年統合を言明することができませんでした。
　また佐保幼稚園の存続を求める運動は、保護者や元保護者が中心になって署名が集められ、6 月末に第
２次署名（計 2694 筆）を提出。10 月の佐保幼での説明会では、市側から令和 10 年の閉園予定を保護者

奈良1区市民連合　会員を1000人に！
2024年 11月 7日現在日現在：601人
どんな社会に住みたいか、夢ある世界を未来に手渡すために皆
で考えましょう。会員になって近くの地域交流会で様々ことを
学びながら、笑ったり怒ったり驚いたり・・・。（P5参照）
会費：年1000円

　第 34回タウントークの案内
日時；11 月 30 日（土）11 時から 12 時
場所；学園前駅前北口広場
　自公与党を過半数に追い込んだ力で、
　いのち、くらし、平和を守る政策を実
　現させていきましょう！

　奈良市は令和 8 年に鼓阪小を廃校にして佐保小への統
合を、令和９年には佐保幼稚園の閉園を決め、準備を進
めています。ところが８月、統合を前提とした佐保小建
て替え工事の入札が資材の高騰などで不成立、市は補正
予算を組み、9 月議会に提出するも、鼓阪小保護者の動
きは議会も動かし、否決されました。佐保小はすでに遺
跡調査が行われ、運動場が半分しか使用できない等子ど
もたちの学習環境に支障をきたしています。しかしそも
そも鼓阪小保護者や住民の声を無視し、強引に進めた統
廃合計画に問題があり、問われるべきは仲川市長と市教
委の責任です。10 月の説明会で、市側は計画通り統廃合

鼓阪小学校正門と築 150 年の講堂

佐保幼稚園

に伝えられ、なんと保護者の力
で再び閉園予定を 1 年延期させ
たのです。
　今、小さな幼稚園や小学校の
保護者の力が、周りの人たちの
共感を得ながら、市政を動かし
ています。この力を公教育を守
る大きな力に広げていきましょ
う。（坂下）


